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ほんの森出版）
註
１）この他、逆転移の定義や種類については氏原寛・成田善弘編「転移・逆
転移」（1997）p.60，76-77 を参照。
２）「ピア・ラーニングとは、同じような立場の仲間（ピア）とともに支え
合いながら、ともにかかわりをもちながら、知識やスキルを身につけて
いくこと」（中谷素之・伊藤崇達 2013p.2）である。また近年では、共
通の関心を持った学生がグループを形成し、大学教員や事務職員と連携
を図りながら組織的なピアサポート活動を行う「ピア・コミュニティ」
という新しい発想も生まれている（早川亮馬 2011）。
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３）フレイレが成人教育を解放の一つの形だと強調していることと通底する。
４）地域の小集団における実践的な学習活動（LifelongActionLearning）に
おいて、集団活動だけでなく、個人のニーズに引き寄せて考えを深める
ことの重要性が指摘されている（OrtrunZuber-Skerrittet.al2013）。ま
たサービスラーニングにおいても個人的省察の時間を創ることが知的成
長を促進する上で重要だとの指摘がある（中里他 2015）。
５）地域教育実践には知識と権力の政治的な関係構造が内在する。したがっ
て地域教育実践に関わるコンサルタント・コンサルティは純真無垢の
中立的な立場を無条件に主張することはできない。その活動が、誰に
とっての利益となるのか、誰が利益を受けるべきなのかということを
念頭に入れなければならない。「知識と権力のブローカー」（RonaldM.
Cerveroet.al,2011p.276-278）としての役割を担っているといえよう。
